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１ 会社概要
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会社概要

会社名 ＷＡＳＨハウス株式会社

設立 平成13（2001）年11月28日

代表者 代表取締役社長 児玉康孝

本社所在地 宮崎県宮崎市新栄町86番地１

資本金 161,380千円

社員数 93名（役員を除く）

事業内容 コインランドリーの企画、開発、運営、システムの提供

拠 点
東京支店、大阪支店、広島支店、福岡支店、
本店営業部（宮崎）、熊本営業所、大分営業所

店舗数 354店舗（ＦＣ329店舗、直営25店舗）

平成28年10月31日現在
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経営理念

全ての発想をお客様の立場で考えることを基準とし真に
社会から必要とされる存在であり続ける。

コーポレートメッセージ

コインランドリー業界の

デファクトスタンダードの創造

経営理念・コーポレートメッセージ
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赤と白を基調に特徴づける為に半円と円柱

店舗写真
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洗濯機・乾燥機をオリジナルカラー
作業台を数人でも共有しやすいようデザイン 6
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沿革（平成13年～20年）
平成13年 11月 不動産の有効活用のコンサル等を目的とする会社として株式会社ケーディーエム設立

平成14年 12月 コインランドリー店舗の事業物件の管理を目的として城ケ崎店・大島通線店を同時出
店しＦＣ事業及びコインランドリー管理事業を開始

平成16年 ２月 店舗Ｗｅｂカメラとコインランドリー機械の遠隔操作を組み合わせたコインランド
リー遠隔管理システムで宮崎県初のビジネスモデル（特許第3520449号「コインランド
リー管理システム」）取得

５月 直営事業を開始（青葉店を直営にて出店）

11月 福岡県進出（宗像店を直営にて出店）

平成17年 ５月 大分県進出(猪野店・宗方店をＦＣにて同時出店)

ＷＡＳＨハウス株式会社へ社名変更

平成18年 ８月 熊本県進出（横手店を直営にて出店）

平成19年 １月 佐賀県進出（鳥栖本町店をＦＣにて出店）

平成20年 ３月 サービス産業生産性協議会「第２回ハイ・サービス日本300選」を受賞

８月 店内タッチパネル装置でコインランドリー機器のトラブルをお客様自身にて復旧でき
るコインランドリー管理システムとしてビジネスモデル特許（コインランドリー管理
システム：特許第4172043号）取得
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沿革（平成21年～28年）
平成21年 ５月 100号店オープン（坂之上店をＦＣにて出店）

平成22年 １月 店内タッチパネル装置から無料利用券をIC内蔵のプラスチックカードやプリペイド
カードまたは携帯電話に取り込むことができるビジネスモデル特許（コインランド
リー管理システム：特許第441796号）取得

平成25年 ６月 山口県進出（綾羅木店をFCにて出店）

平成26年 ５月 広島支店（広島市東区）を設置し 広島県進出（広島八幡店を直営にて出店）

12月 200号店 オープン（イオンタウン田崎店をＦＣにて出店）

平成27年 １月 大分営業所（大分県大分市）を設置

４月 大阪支店（大阪府西区）を設置

10月 東京支店（東京都中央区）を設置

平成28年 ２月 熊本営業所（熊本県熊本市）を設置

３月 300号店 オープン（Ｄ＆Ｄ行橋店をＦＣにて出店）

６月 長崎県進出（大村富の原店をＦＣにて出店）

７月 東京都進出（新宿７丁目店を直営にて出店）
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ビジネスモデル特許取得
（特許第３５２０４４９号）

監視カメラと遠隔操作システムを組み合わせることによって
無人店舗であるが店舗に店員がいるかのごとくお客様に対
応する仕組み

コインランドリー遠隔管理システム
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起業するにあたって考えたこと

２）少子高齢化、人口減少が確実な時代に
永続的に売り上げ・利益を伸ばしていくためには
どうしたらよいか

６）社会的意義がある事業か

１）お金が無い中で何ができるか

５）核となる事業から付帯収益を生み出せるか

３）先行事業者がいるか、競争に勝てるか、容易に真似されないか

４）ストック型の事業にできないか

10



COIN LAUNDRY COIN LAUNDRY

コインランドリー事業

たどり着いたのが
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成長市場

※厚生労働省調べ

▼コインオペレーションクリーニング営業施設数推移（件）

国内の市場は成長している
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１）利用率が低くても成り立つビジネス

２）現金ビジネス、ロス・在庫が殆ど生じない

３）個人の能力に頼らないオペレーション
機械はさぼらない、個別教育の必要がない
失敗のリスクが低い

４）ほとんどが個人経営
法人が取り組んでいない

５）違法なコインランドリーの存在

６）社会的背景により必要性が見込める

コインランドリーの特徴
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コインランドリー業界の仕組み

業界構造
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現状のコインランドリーの問題点

≪通常のコインランドリー≫

個人経営が多いため、コンプラ

イアンスに関する問題に対応で

きていない（意識がない）

≪ＷＡＳＨハウス≫

企業が運営しているコインラン

ドリーなので、コンプライアン

に関する問題には、最大の注意を

払い、利用者の安全を第一に

考えています

年
々
増
加
す
る

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
に

明
確
な
運
営
基
準
が
な
い
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社会的背景

生活環境の変化

アレルゲンの増加

アレルギー患者の増加

ＰＭ２．５

コインランドリーを必要とする方々が増加
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事業化のために考えたこと

２）ＦＣ事業の問題点を解決する（ＦＣ事業はイメージが悪い）

ＦＣ本部と加盟店・エリアフランチャイズとの対立
→ 全く新しいＦＣの仕組みを作り出す。
加盟者を増やすために投資という視点で金融ツールにする

３）多店舗展開の問題点

出店するエリアが無くなったら売り上げが止まる→直営店を出店する仕組み
利権ビジネスにしない。→流通ビジネス

１）多店舗展開しないと売り上げが小さい
しかし資金も信用も無い
装置産業なので自社のみでの出店は償却が大きく、現金は回るが赤字に
なる。→ＦＣ展開、 オフバランス

４）利用率の低さをどう補うか
日本の流行・文化はマスメディアが作っている
同じ品質の商品は価格と認知度で決まる
広告費を通常の事業の３倍使える仕組みを初めから織り込む
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２．事業内容と店舗運営
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事業の内容

独自のオペレーション受託型ＦＣ事業を創出
店舗設計・建築・機械の設置などパッケージ化。
「ＷＡＳＨハウスコインランドリーシステム一式」の販売。
オープン時の広告・開業準備費用、FC加盟金の受領。

全店舗一括管理運営方式の導入によりクオリティを統一化
24時間365日受付のコールセンター、ＷＥＢカメラと遠隔コントロールによる
即時サポート、毎日の点検・清掃、洗剤の補充、メンテナンス、集金、広告活動
などのサービス提供に係る対価を受領。

直営店舗は新エリア進出時のアンテナショップ
店舗利用者から洗濯機・乾燥機の利用料を受領。
主に新規出店エリアに進出時に出店。「ＷＡＳＨハウス」ブランドの認知向上
利用喚起、ＦＣオーナー、土地オーナーへの店舗モデルの提供。

1

ＦＣ事業

2

店舗管理事業

3

直営事業その他
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売上高
平均成長率（4年） 40.6%

経常利益
平均成長率（4年） 55.0%

売上構成比

FC事業
71.7%

店舗管理
事業
17.1%

直営事業
11.2%

①ＦＣ事業 1,469,605千円
②店舗管理事業 351,320千円
③直営事業 229,193千円

平成27年12月期実績

直前事業年度までの経営成績
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フランチャイズシステム

新しい事業モデルで現在のフランチャイズシステムの問題点を解決

一般的なFC事業モデル

FC本部

加盟店

加盟金
ロイヤリティ

ブランド名（看板）
ノウハウ
商品仕入れ…他

店舗運営・人材などは
加盟店責任

対立
本部のしくみが
悪いから

売上が上がらない

加盟店の教育が
悪いから

売上が上がらない

WASHハウスのFC事業モデル

FC本部

加盟店

ブランド名（看板）
ノウハウ
商品仕入れ…他

とても楽！

店舗運営
売上管理等

出資金支払い
運営手数料

（売上金より清算）
対立が
起きない
しくみ

売上が上がると
言うことを聞かない
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出店を加速するための仕組み

創業当初から多店舗展開を念頭に仕組みを構築

１．本部で各店舗の売上げ・労務・業務の一括管理

２．出店の際に人材育成が必要ない。機械は能力の差がない。さぼらない。

３．工事主要部分は全国をカバーできる業者を選定

４．同時期出店に対応する為、複数の建築元請け業者を確保できている
複数の建築元請け業者が協力し合うことで熊本震災後における業者不足にも対応

５．１人のＦＣオーナーが複数出店しやすい仕組み
・リピーターになる仕組み(10年という時間が経過)
・何もさせない・ＦＣオーナーの経営資質に左右されない
・本部との対立関係を生まない
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営業の心理的負担の軽減

新規開拓の苦しみから解放

新規開発テレコールは相当の負担

営業マンは新規開拓テレコールをさせない

新規ＦＣオーナー獲得にはあまり困っていない

テレフォンアポインター（ＴＡＰ）制度

・アポイントの獲れているお客様・不動産会社だけを訪問

・営業マンとＴＡＰをペアリング。指摘が生まれやすい環境作り

・担当エリア制度にすることにより、ローラーの徹底に特化

１．

２．シミュレーション算出・契約書作成等の作業を切り離し。

動く作業に特化させる。
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３ 今後の事業展開
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１．出店エリアの拡大

２．事業基盤の拡大

今後の展開

３．メディア戦略
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大阪、東京への進出を足掛かりに
全国展開を本格化
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今後のビジネス展開 ～出店エリアの拡大～
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事業基盤の拡大

内製化による収益機会の拡大と経費の節減

現在のビジネスモデルを基本とした新規事業への参入

関連事業および周辺事業への進出
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マーケットの拡大

TVCM等広告宣伝の強化ができる仕組みとローカルキー局を使ったメディア戦略

布団を洗う文化の定着化

安心・安全・清潔をコンセプトに全店舗統一のブランド戦略を展開し、

競合を寄せ付けない圧倒的なブランドイメージを確立。

メディア戦略
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４ 業績推移
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経営成績①
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経営成績②
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経営成績③
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経営成績④
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